
－1－

　骨髄提供希望者（ドナー）登録数は骨髄バンクの速
報によれば、昨年11月末現在、約26万8000人となり、
12月末には27万人に達するのは確実です。最近の年間
ドナー登録者純増数が３万人をクリアーしているので、
平成19年中に30万人目標達成は確実でしょう。
　現在、骨髄バンクでは30万人目標達成後の目標を
どう設定するのか、HLA検査の二桁ドナー（血清型）
と四桁ドナー（DNA型）の問題にどう取り組むのか
等を主たるテーマに「将来展望に関する検討会議」が
設置され、今年6月までに答申が出される予定で作業
が行われています。
　第一のテーマは、現在のドナー登録目標達成後、登
録取り消し者数を補うことを目標とするか、目標値を
特定せず、年度目標のみ設定してドナープールを可能
な限り大きくしていくのかが課題です。
　第二のテーマは骨髄バンク発足以来行われてきた
血清HLA検査による登録者と平成17年３月から導入
されたDNA検査による登録者のデータレベルを合わ
せるために、どのような手続きを進めていけばよいか
の問題です。移植医の立場では、DNA検査による登
録者を検索して適合者がなければ、他の方法、たと
えば臍帯血を選択し、手間と時間がかかるため、血清

HLA検査によるドナー登録者には目が向かない結果
となっていることもあるのではないかと思われます。
　骨髄バンクはこのほかにもいろいろな問題を抱えて
おり、解決されていないのが実情です。主なものを列
挙すれば次のとおりです。

　⑴患者負担金の軽減
　⑵コーディネート期間の短縮
　⑶多額の繰越金発生体質の改善
　⑷職員退職率の低減対策の実施
　⑸人事労務管理のコンプライアンスの確保
⑹理事・評議員・監事等役員の就任期間長期化によ
るマンネリ化等弊害予防対策の実施

　患者負担金は昨年８月に平均で9000円、27万1000円
が26万2000円に値下げされましたが、根拠となった財
務計算に若干の過誤があり、またオプション検査数万
円が患者負担金として上乗せされるため、実際の負担
額は軽減額を上回っているのが現状のようです。
　コーディネート期間は迅速コースで約100日となっ
ているようですが、標準で100日を切るよう挑戦して
はどうかと考えます。
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2007年は30万人登録達成の年
新年に骨髄バンクの課題解決を望む

ドナー登録受付者数（累計） 337,250人

ドナー登録抹消者数（累計） 69,235人

有効二次検査済ドナー数 267,665人 （11月3,042人増）

二次検査適合ドナー数（累計） 141,130人

実質登録患者実数（現在） 3,284人 （国内1,440人）

HLA適合患者数（累計） 17,652人 （患者累計数の81.4%）

非血縁移植実施数 7,901例 （11月実施86例）

日本骨髄バンクの登録患者と検査済登録ドナー
（平成18年11月末日現在） 患者とドナー登録・適合状況（11月末日現在）

ドナー（全国） ドナー（東京） 患者（全国）

登録者累計 268,015 40,95 21,694

11月登録分 3,460 380 191

11月抹消数 457 59 －

実質登録増 3,003 321 －

（次ページへ続く）
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東京の会
「1月定例会」
のお知らせ

1月25日（木）午後6時30分より
会場：全労済東京・レインボー会館3階会議室
※新宿駅下車7分（新宿区西新宿7-20-8）

青梅街道新宿警察署前しあわせ銀行の角入ってすぐ右側
※地下鉄丸の内線「西新宿」駅ができて便利になりました。

西新宿駅下車1番出口徒歩2分
2月定例会予定・2月22日（木）午後6時30分より

2月会報発送
「おりおり」
のお知らせ

2月3日（土）12時30分より
場所：品川運輸・4階会議室

JR大井町駅徒歩8分・京浜急行鮫洲駅徒歩2分
（品川区東大井2-1-8）

※今お読みになっている「東京の会通信」を1000通折っ
て封入して発送します。簡単な誰にでもできる作業で
す。いつも人手が足りません。どうかご協力を。
※3月「おりおり」予定・3月3日（土）12時30分より

どなたでもお気軽にご参加ください

　数年前、年度繰越金が大きくなりすぎて、厚生労働
省の臨時の立ち入り検査を受けたことがありましたが、
18年度も多額の繰越金が発生する可能性があるようで
す。これを防ぐための経費の無駄遣いがあってはなら
ない、そのための内部統制機能が正常に働く組織であ
ることを切に望みます。
　職員退職率は16年度から漸増し、17年度にピークに
達し、年間約70名そこそこそこの職員中、27名が退職
しており、検討委員会の答申が実施されたにもかかわ
らず18年度も退職者が相次いでいるようです。人が意
欲を持って仕事をするのは金銭だけによるものでない
ことは、ホーソン実験により確立されたヒューマンリ
レーション理論によって明らかです。３年間で職員の
半数以上が入れ替わるのは異常であり、組織の職務知

識水準や判断力の低下は否めないのではないかと思い
ます。
　これらの問題は、いずれも相互に関連しており、企
業でいえば各要素のバランスをとりつつ経営の舵取り
をしていくかの問題です。骨髄バンクの運営に責任を
持つ役員や幹部職員の方々には、マンネリを廃し、人
事労務管理のコンプライアンス（法令順守）を確保す
ると同時に、事業計画、予算編成、経費支出等に目を
配り、財団の設立目的に沿ったコーポレート･ガバナ
ンス（企業統治）を確立されることを望みます。
　新年にあたり、骨髄バンク（骨髄移植推進財団）に
エールを送るとともにお願いする次第です。
 （東京の会代表・新田恭平）

東　京　ド　ナ　ー　登　録　会　予　定（1月）
1月16日（火）JR赤羽駅東口（北区）
1月16日（火）杉並区役所
1月20日（土）ぽっぽ町田（町田市）
1月23日（火）江東区役所２階区民ホール

1月23日（火）東京都庁（新宿区）
1月24日（水）東京都庁（新宿区）
1月25日（木）東京都庁（新宿区）

お申し込みは

 東京の会へ

売価：1500円
送料： 300円
10冊で12,000円（送料込）

東京の会10周年記念出版

　患者とドナーからのメッセージを中心に、骨髄バン
クの10年を東京の会通信の視点でつづる評判の一冊。
　本屋さんでは取り扱っていません。
　あなたもお読みください。

『もう一人の私』
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ボロ市との惜別に感謝をこめて

　12月になると、15日16日の天気が心配になり、予報
ばかり気にしていました。ボロ市のことを思いながら、
準備の苦労とは別に心待ちにしていたのです。平成18
年の12月15日は前夜の雨もあがり、暖かくて風もなく
ボロ市日和の朝でした。
　長野県松川からりんごや干し柿が59箱届けられ、全
国協議会の事務所からの荷物は韓国海苔､鮭トバ、雑
貨、衣類など12箱でした。谷口商店さんの甘納豆もそ
ろい、ボロ市がにぎやかに始まりました。長年のお得
意さまもできて、韓国海苔は試食を出さないまま150
包が一日で完売となり、16日の商品がなくなってしま
いました。それぞれが決まった持ち場でテンポ良く売
りさばき、お客さまとの会話もはずみ、忙しく働く心
地よさを味わうことができました。毎年のように繰り
返されてきたボロ市の風景でした。
　しかし､残念ながら世田谷ボロ市への出店は平成18
年12月で終了となりました。長い間ご協力いただいた
ボロ市保存会、世田谷信用金庫の皆様をはじめ、品物
を無償で送ってくださった心優しい方々、松川で果物
づくりに励んでいる人々、そして朝早くから寒さの中
かけつけてくるボランティアや全国協議会、東京の会

の会員たち、本当にありがとうございました。心から
感謝いたします。ボロ市で骨髄バンクのことを知って
もらいたい、売上金を活動の資金にしたいとがんばっ

てきました。ここ数年は参加する人数も減り、
人手が足りず苦労しました。働く人たちは高
齢化がすすみ、老体にムチ打って（?）きま
したが、いよいよ限界の時がきました。長年
続けてたくさんの思い出もあり残念です。ど
うかボロ市からの撤退をお許しください。ま
たいつか参加できる日がくるかもしれません。
東京の会はこれから先のさまざまな活動のあ
り方を話し合う必要があると思います。私た
ちに今何ができるのか、もう一度考えて新し
い年をはじめてみませんか。いままでお買い
上げいただいたお客様、協力していただいた
すべての皆さま、長い間ありがとうございま
した。 （大塚）

0120-8
や ま い

1-5
こ く ふ く

929
毎週土曜日10：00～16：00

患者家族電話相談
白血病フリーダイヤル

※電話番号が変更になりまし
　た、ご注意ください。
※医師に言えない悩みごとな
　どもどうぞ。
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　高級官僚の「天下り」に対する国民の怨嗟の声は高
まるばかりだ。骨髄移植推進財団も、所管官庁が厚生
労働省であるうえ補助金を得ているとあって、一部期
間を除いて天下りが「常務理事」として事務局に君臨
してきた。今また2006年４月から空席が続いている。
そうなった理由は、この年３月で退任した前常務理事
の行状によるところが大きい。彼が2004年８月に就
任したときは、初めてのキャリアゆえか上層部に大き
な期待をもって迎え入れられた。期待のあらわれとし
て、年間報酬額が格段にアップした。それまでの常務
理事が800万円程度であったのを、報酬規則の改定に
よってなんと1400万円ほどにしたのだ。
　まさに “お手盛り” とも言える手厚い優遇策が天下
りに適用された３カ月後、事務局職員の給与が平均し
て５％カット（全体で年額400万円ほど）された。役
員報酬に対して職員は物申せる立場にない。職員の給
与は「国家公務員に準拠するが、１年前の俸給表に基
づく」ことになっている。「高すぎる職員の給与を下
げる」（と当時は説明された）はずが、実際には「40
代の比較で、財団職員は国家公務員の60％」という
実態が示されたのは、ようやく2006年になってから
だった。５％カットしたとき財団は情報を隠していた
のである。
　カネの話題を続けると「はしたない」と批判されそ
うだから、気の弱い私はこれでやめるが、財団に天下
りは必要だろうか？　後任がないままでも事業運営は
継続できている。それに、この前常務理事にはいくつ
かの怠慢があった。診療報酬点数は２年に１回改定さ
れるが、2004年改定に向けてはボランティアを含め
た関係者が一丸となってアップを要請した。その結果、
１万点（10万円）の加算が実現し、さらにコーディ
ネート業務も初めて評価されたのだ。財団の将来に向
け、可能性が大きく広がった。しかし前常務理事がとっ
た措置は、理事長名の要請文を１枚出しただけで、そ
んなことでは加算されるはずもない。財団は「体系全
体としてマイナスになっている中でよく頑張った」と
我田引水に終始した。
　出勤や退勤の折、挨拶をする職員に挨拶を返そうと
しない態度も不評だった。職務上だろうが一部の職員

を頻繁に自席に呼んでいたが、一度も言葉を交わさな
かった職員も多い。私も彼の在任中に会話をした時間
は、合計でも数分間にしか過ぎない。まだまだある。
　骨髄バンク推進月間に合わせてライオンズクラブが
東京・新宿で献血併行登録会を開いたのは2005年10
月だった。小雨模様の中、首都圏のボランティアや財
団職員など多数が協力したが、彼は集合時間に遅れた
ばかりか、キャンペーンでは誰もが身につける黄色の
たすきを「恥ずかしいから」という理由で、早々に外
してしまった。終了時間までいるはずもなく、あるボ
ランティアは「新聞に書かれたことをやる人らしい態
度だ」と感想を述べた。“新聞” とは、ある日刊全国
紙が10月に報じた「ハラスメント」記事を指す。
　メディアの記者たちにも誠意を見せず、「何か恨
みでもあるんじゃないか」といぶかる向きがあった
が、彼なりの “恨みの原点” なるものが実は存在し
た。環境庁（当時）における幹部職員のセクシュアル
ハラスメント問題が日刊全国紙２紙に報じられたのは、
2000年８月だった。記事には幹部職員のイニシャル
すら書かれていないが、類推は十分に可能だ。
　先行した全国紙は「普通は２年勤務するはずが、１
年で厚生省に戻ったので変だと庁内で話が広がった。
勤務態度もふまじめでひどかった。降格処分もせず、
課長級のまま横滑りで異動させたのはおかしい」とい
う環境庁職員の声を紹介した。後追いの全国紙は「処
分を受けた課長は『職場で下着の色などを聞いたこと
はないし、セクハラをしたという認識はない』と話し
ている」という本人の談話で記事を結んでいる。
　前常務理事が見せた最悪の行動のひとつは、退任間
際の長期欠勤だろう。2005年暮れから退任までのお
よそ３カ月間、職員にはなんの説明もないまま、事務
局に姿を見せることがあまりなくなった。年末には「病
気らしい」というウワサが流れたものの、伝えられる
病名が事実ならせいぜい１～２週間もすれば職場復帰
できると考えられたが、たまに事務局に顔を見せても
数時間、下手をすると１時間もたたないうちに姿を消
すことが多かった。
　この３カ月のあいだ、何もなかったわけではない。
さい帯血バンクネットワークとの合同フォーラムや、

遠藤允（元骨髄移植推進財団事務局職員）

投 稿 骨髄移植推進財団の「天下り」一考察
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新年度の予算案・事業計画案を審議する通常理事会・
評議員会などが控えていた。幹部職員は決裁がすぐ降
りないのに困惑したらしい。だが、財団事務局に近い
ホテルに足繁く出入りする幹部職員が何人もに目撃さ
れている。あくまでも推測だが、前常務理事はホテル
の一室に陣取って、一部の幹部職員に様々な指示を与
えていたようだ。
　折しも２月16日、前常務理事の行状を含めた財団
のあり方が、国会（衆院予算委員会）で追及された。
川崎二郎厚労相（当時）も「（財団の）所期の目的を
きちんとやっていけるよう指導もしていきたい」と答
弁せざるを得なかった。ここへきて、厚生労働省は前

常務理事に「引導を渡す」ことを決断したのではない
か。後任は「ほとぼりがさめるのを待ってから」と考
えているようだが、総括もないままでは思惑どおりに
なるとは思えない。
　表向きの退任理由こそ「体調不良」だったが、とっ
てつけたものであることは、日ならずして判明した。
首都圏の私立大学で教員に就任したのだ。持っている
講座が「老人福祉論」や「社会保障論」と聞いて、悪
い冗談だと苦笑するしかないが、あってはならない「立
つ鳥、後を濁した」のだから、これが文字どおりの “反
面教師” ってか？

届け、温かい心！　翔け、大きな輪！
福井でチャリティーコンサート

　去る、10月28日（土）福井県坂井市のハーピア春
江小ホールに於きまして骨髄・臓器移植推進チャリ
ティーコンサートを開催しました。福井大学医学部の
学生有志と移植医療に関わる有志とで結成された移植
医療を考える有志の会が主催となり、（財）福井県腎
臓バンクの協賛で行われた演奏会は、もともとは骨髄
バンクのドナー経験者の私が、ドナー登録のきっかけ
を作ってくれたカウンターテナーの青木洋也さんと友
人たちに呼びかけて実現したものでした。
　私の住んでいる福井では、10月に臓器移植と合同で
推進の街頭キャンペーンの活動をしています。もしか
したら、異色のコンビかもしれませんが、“移植医療”
という大きなくくりで県民に少しでも関心を持っても
らえたら……。すてきな音楽でひと時を過ごしていた
だきたい！　という想いで合同開催することになりま
した。その想いが通じてか、当日は音楽に興味のある
人、移植医療に関心のある人両方入り混じっての集客
となりました。文化面と社会面を併せ持った企画でし

たので、水面下でお願いしていた広告・宣伝等が上手
くいかず苦戦を強いられましたが、来場してくださっ
た観客の反響は大きなもので、初めての試みながら大
きなものを得ることができました。
　ロビーでは、㈳臓器移植ネットワークのパネルと“東
京の会”のメンバー名川様の許可をいただきまして“コ
ウタくん” の闘病記と元気になられた現在までのH.P
の掲載を展示しました。また、移植の必要性というこ
とで臓器移植からは “ギフト オブ ライフ” の冊子と
ドナー意思表示カード、骨髄移植からはNPO全国骨
髄バンク連絡推進協議会が作成した “ドナーになるっ
てどんなこと” の冊子を一緒に配布しました。
　入り口でおこなった募金はたくさんの善意をいただ
き、急遽決まった坂井健康福祉センター窓口のドナー
登録会では４名のドナー登録がありました。
　はるばる東京・富山から駆けつけてくれ、当日合わ
せ１回の苛酷な中で集中して演奏してくれた友人たち、
お手伝いくださった腎友会の方々、たくさんの協力を
得まして無事開催することができました。心より感謝
いたします。
　いただいた募金は福井県内で移植推進の活動をして
います団体に活動費として、また患者支援金として佐
藤きち子患者支援基金に送金いたしました。
　私事ですが、企画と演奏で終わったあとは気が抜け
た状態が１週間くらい続きました。今後の演奏会予定
は未定ですが、来場してくださった方々の感想を胸に
またいつの日かこのメンバーで演奏会ができることを
願っています。（移植医療を考える有志の会・今村尚子）



－6－

 郵便振替口座番号 00100－1－555195
 加入者名義 公的骨髄バンクを支援する東京の会

ボランティアの運動にも資金が必要です。
東京の会に活動資金のカンパを！

ご寄付と会費の納入、そして絵はがきや書籍・テレホンカードの購入は郵便振替にてお願いいたします。
皆様からの善意をお待ちしております。

心のこもったご寄付ありがとうございました。（2006.11.16～12.15）
㈱ランフィールド　1,353円／長畦すめるさん　10,000円／大貫洋二さん　60,000円／有馬恵司さん　5,000円
小山田ヤエ子さん　5,000円／和泉屋正敏さん　5,000円／小松美穂さん　7,000円／鈴木陽子さん　3,000円
匿名　36,500円／白水 豊さん　2,000円／河村朝子さん　5,000円／小林道夫・陽子さん　5,000円
新井英一さん　17,000円／匿名　20,000円／田辺 功さん　10,000円／中垣内千代子さん　2,000円
澤田利恵さん　5,000円／西田淳子さん　2,000円／高橋道子さん　2,000円

お寄せいただいたご寄付のうち、会費未納の会員からは会費（年3,000円）を差し引いて掲載させていただきました。

編集者
雑記

▼骨髄バンクを介した非血縁者間骨髄移植には、ド
ナーの同意を得て調整を進めるコーディネートは避け
ては通れない必須の過程であり、また極めて重要な手
続きです。このコーディネート作業は患者さんにとっ
て、移植時期という治療の成績にも大きな影響を与え
る要因であることも移植現場から指摘されています。
▼要するに、骨髄移植を望む闘病中の患者さんは、の
んびりとコーディネートの進行をいつまでも待ってい
ることはできません。しかしながら、海外の骨髄バン
クと比較して、日本骨髄バンクのコーディネートには
半年以上もの時間がかかることが普通であり、この期
間の短縮が、かねてより叫ばれていました。
▼骨髄バンク発足当初からの悲願ともいうべきコー
ディネート期間の短縮という課題は、平成16年８月か
ら「迅速コース」が設定され、コーディネート開始時
に患者サイドの希望として移植日を目標設定して、そ
れに合わせるかたちでコーディネートが行われるよう
になりました。この迅速コースが大きな成果をあげて
います。
▼迅速コースの場合、患者登録から早ければ３カ月足
らずで移植に至ることも可能になっています。現在の
ところ、コーディネート全体の４割程度が迅速コース

ですが、どの患者でも迅速コースを選択できるわけで
はありません。迅速コースは、患者登録する際の主治
医が認定病院の医師である場合だけに限られています。
▼患者登録時の主治医の半数は認定病院以外の医師で
すから、迅速コースの選択には明らかに不公平が存在
していることになります。もちろん、骨髄バンク事務
局のコーディネート実施体制の整備もあるでしょうか
ら、一概にこの状況を批判できるわけではありません
が、改善すべき課題であることは否定できません。
▼また、視点を変えたら「患者さんにとって、コーディ
ネートはすべて迅速コースであるべき」ではないかと
いうこともできます。すぐにでも骨髄移植が行えるよ
うにドナーコーディネートを速やかに行うことが、骨
髄バンクの使命でもあるからです。迅速とスタンダー
ドのコース分けをすること自体がおかしいのです。
▼ところで、迅速コースは患者さんのためになってい
るだけではなく、ドナーサイドの視点でも好評なので
す。希望する移植日が提示されるので、スケジュール
が立てやすく、骨髄提供に協力し易いというのです。
迅速コースでない場合は、ただ半年以上も待たされる
状態が続き、重くのしかかる拘束感があるからです。
▼ドナーのこうした生の声は、貴重で尊重すべきもの
です。患者からもドナーからも望まれている「迅速コー
ス」をひとつの選択肢ではなく、スタンダードとする
ことを真剣に検討すべき時を迎えているのではないで
しょうか。また、その体制を整えるために必要な予算
措置を講じることを切に希望したいと思います。


